


































































「ギリシア語新約聖書 序文」Introduction to the Greek New Testamentがある（訳注４）。しかし、この序




と思われるのである（原注６）。本文研究者たち criticsが異文 variant readingsの数を勘定することをやめ









































レディ・ベーコン Lady [Ann Cooke]Bacon〔1528年～1610年〕の英訳〔Apology, or Answer, in Defense of







えば、９世紀のアルクイン Alcuin〔732年～804年〕〔訳注６〕 の仕事、11世紀にはラフランク Lanfranc〔10
05年～1089年〕の仕事、12世紀にはスティーブン・ハーディング Steven [Stephen] Harding〔1060年
～1134年〕の仕事があった。ルネッサンス期が到来すれば、ローマ・カトリック教会公認のシクスト


































の研究を含まなければならず、また、本文研究 textual criticism がその本質を改めて、メタ研究的



















る、本文研究 textual criticism の一部門を認めた方がよいとも思われる。書誌学的本文研究者 biblio-










される。換言すれば、書誌学に関する一通りの知識が必要だが、とりわけ本文推移 transmission of the
text の様相を、物質的形状とその変容の過程として捉える知識、さらに、そこで生じうる偶発的事象























Invention of the Cross〔「エレーネ」Eleneは聖コンスンタンティヌスの母エレーネ Eleneがキリスト
磔刑の十字架を探求する物語詩〕を詠う自作の各連を正確に４頁に分けて、それぞれの頁を満たすよ
うに書かなければならなかったのか、という疑問だ。ブラッドレーが想定したように、単に、キュネ







































二十年ほど前、ケンブリッジ大学出版局 the Cambridge University Pressでボーモント Beaumont





















当の時間が経っているということは、書誌学的本文研究 bibliographical criticism が何ら新奇な要素を
持たないことを示すものである。『トロイラスとクレシダ』Troilus and Cressida（1609）四つ折り判 quarto
には、穏健で信頼できそうに見える標題紙を持つもの、そして、際物めいた標題に大仰な序文を持つ



















はできないと私は考えている。パロット教授 [Thomas Marc] Parrot（1866年～1960年）が、シェイ
クスピア以外に道化 Clown の口に「神様は、こんな若い私が天国に参るような大それたことはお許し
になりません」“God forbid I should bee so bolde, to presse to heauen in my young dayes”（ⅳ.ⅲ.90
第４幕３場90行目）〔訳注12〕というような台詞は上せられないだろうと言い放って、当て推量の好例を
提供してくれた（M.L.R.,1919,xiv.33）〔Modern Language Review、第14巻、33頁、1919年１月。「『タ












































似たような議論が、1608年の刊記のある『リア王』King Lear の、二種類の四つ折り本 quarto でも
起こっている。1866年にケンブリッジの編纂者たちは「バター」クォート“Butter”quarto と呼ばれ
る方を選択し、それが最初のものであると断定した。ところが、1892年のケンブリッジ版の改訂作業
































訳注４、これは Brooke Foss Westcott、Fenton John Anthony Hort校訂『The New Testament in the Original
Greek』（Harper & Brothers、New York、1882年）の序文 Introductionのこと。その第58節～第59節は
「the Methods of Textual Criticism」の一部として46頁～47頁に掲載。なお、『The New Testament in the








ガタ聖書校訂委員会とでも訳せる Pontifical Commission for the Revision and Emendation of the
Vulgateのことで、1914年11月23日設立。
訳注８、ジュネーブ聖書 Genevan Bible（1557年）は判型の手頃さや活字の読みやすさから、イギリスでは最




ー大主教バーガーの提唱で、大聖書 The Great Bible（1539年）を改訂して The Holie Bibleを出版する















る写本は一つで、英国図書館に所蔵されている（Cotton MS Vespasian Dⅶ）。1468年の日附があるが、
これはあくまでも、写本が大幅に改訂された年代である。二つの受難劇が収められており、ト書きに
よると、年ごとに交互に上演された。」（前掲『イギリス中世・チューダー朝演劇事典』５頁～６頁）
訳注10、小文字類は下部ケース lower caseに入れ、大文字や記号・特殊活字類は上部ケース upper caseに収め
る習慣があった。
訳注11、この二つの版は、British Libraryの〔http://www.bl.uk/treasures/shakespeare/troilusbibs.html〕では、
それぞれ「Quarto a」「Quarto b」とされている。「Quarto a」の標題紙には「As it was acted by the Kings
Maiesties seruants at the Globe.」と上演のことが記述されていて、序文は附されていない。他方、「Quarto
b」の標題紙の方には上演に関する言及はなく、標題紙の次の頁から始まる序文「A neuer writer, to an
euer reader. News.」の冒頭に「Eternall reader, you haue heere a new play, neuer stal'd with the Stage」
とあって、この「Quarto b」では未だ上演されていない新作であることが強調されている。なお、「Quarto a」
の標題紙上部の文言は「THE | Historie of Troylus | and Cressedia.| As it was acted by the Kings
Maiesties | seruants at the Globe.| Written by William Shakespeare」とあり、「Quarto b」の標題紙上部
の文言は「THE | Famous Historie of Troylus | and Cressedia. | Excellently expressing the beginning |
of their loues,with the conceited wocing | of Pandarus Prince of Licia. | Written by William Shakespeare」
とある。上掲 British Libraryの「Troilus and Cressida bibliographic descriptions」には、それぞれ次のよ
うに折り記号が記されている。
Quarto aの折り記号 signature A-L4 M2（last leaf blank）








の論文は“On Certain False Dates in Shakespearean Quartos”（ The Library第９巻、1908年４月、10月）
で、本論文と同様、Joseph Rosenblum編 Sir Walter Wilson Greg: A Collection of His Writings（Scarecrow
Press、1998年）に収録。





日）の Bibliography― An Apologiaは The Library 第４期第13巻第２号（1932年９月）の113頁～143
頁に発表の後（その要旨は、1932年３月21日開催の書誌学協会 Bibliographical Societyにおける会長挨
拶として発表されている）、Joseph Rosenblum編 Sir Walter Wilson Greg: A Collection of His Writings
（Scarecrow Press、1998年）などに収録されている。翻訳に際しては Sir Walter Wilson Greg: A Collection
of His Writings所収本文（135頁～157頁）に拠った。初出 The Library誌はペンシルバニア大学図書館
などからダウンロードできるが、Greg論文の134頁～135頁を欠いている。
なお、訳文中には、適宜、訳語に続けて原語をそのまま記載したところがある。また、〔 〕内は訳
者による記述である。
前号第25号に掲載した掲載した前半部分（135頁～147頁）に続くところ（147頁～157頁）で、前号
と併せて当該論文全文を翻訳し得たことになる。
